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歳入

津別町の予算津別町の予算
　令和６年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定し
ました。予算の総額は９６億４，６４０万円で、前年度
比４. ４％の増となりました。また、行政サービスの中
心となる一般会計は、６９億６，９００万円で前年度比
７. ５％の増です。
　令和６年度の町の予算内容についてお知らせします。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
27
億
５
０
０
０
万
円
（
前
年

度
比
３・
８
％
増
）
で
、
歳
入
の

39
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
町

債
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ
改
修
事
業
等
に
よ
り
、

９
億
７
３
５
０
万
円
（
前
年
度
比

71・１
％
増
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
、
地
方

譲
与
税
な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依

存
財
源
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
歳

入
全
体
の
67
・
９
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

歳
入
編
成

令和６年度一般会計は

億円69.69
（前年度比 7.5％の増）

町民１人当たり予算額
（一般会計分）

１， ，０８０７１６	 円

議会費

17，040円

総務費

232，796円

民生費

283，835円

衛生費

217，061円

土木費

135，401円

商工費

36，912円

農林業費

197，472円

労働費

76円

消防費

62，893円

教育費

297，872円

災害復旧費

492円

公債費

232，999円

予備費

1，231円

※令和６年２月末現在
　の住民基本台帳の人
　口 4,061 人で計算し
　ています。

4000

6000

8000

10000

一般会計の予算額の推移

R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度

91.62億円

59.64億円 64.81億円

69.69億円71.18億円

地方交付税
　27億5,000万円
　　（39.5％）

  町　債
9億7,350万円
  （14％）

  国・道支出金
7億6,438万5千円
  （1０.９％）

地方譲与税、
各種交付金　
2億5,306万2千円

（3.5％）

 　　町　税
 5億5,538万5千円
  　　（8％）

分担金及
負担金など　
3億281万9千円

（4.4％）

   　繰入金
 12億5,349万1千円
    　（18％）

諸収入　1億1,635万8千円（1.7％）
〈総務費〉

■自治体DX推進事業

３, ０３６万５千円

■ふるさと納税推進経費

　　　　６，８７１万７千円

〈民生費〉

■障害者総合支援事業経費

　　　　２億９，０５４万３千円

■児童手当等扶助費

　　　　３，９３５万８千円

■子ども・子育て支援事業

　　　　１億４，１６３万円

〈衛生費〉

■地域医療維持助成事業

２億４，０００万円

〈農林業費〉

■道営土地改良事業

２億８８７万８千円

　〈土木業費〉

■町道整備事業（４路線）

７, ８５７万４千円

〈教育費〉

■トレーニングセンター施設整備事業

１億１，１７７万１千円

■給食センター施設整備事業

４億３，７６２万９千円

自
主
財
源
の
う
ち
町
税

は
、
固
定
資
産
税
の
増
を
見
込

み
、
５
億
５
５
３
８
万
５
千

円
（
前
年
度
比
０・
４
％
増
）
を

計
上
し
ま
し
た
。
繰
入
金
は

一
般
財
源
の
不
足
を
補
う
た
め

12
億
５
３
４
９
万
１
千
円
（
前
年

度
比
４・
３
％
減
）
を
計
上
し
ま

し
た
。

歳
出
編
成

●
総
務
費
は
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進

事
業
等
に
９
億
４
５
３
８
万
３
千

円
（
前
年
度
比
21
・
６
％
減
）

●
民
生
費
は
、
障
害
者
総
合
支
援

事
業
経
費
等
に
11
億
５
２
６
５
万

２
千
円
（
前
年
度
比
３
％
増
）

●
衛
生
費
は
、
地
域
医
療
維
持
助
成

事
業
等
に
８
億
８
１
４
８
万
４
千
円

（
前
年
度
比
３
・
２
％
増
）

●
農
林
業
費
は
、
道
営
土
地
改
良

事
業
等
に
８
億
１
９
３
万
３
千
円

（
前
年
度
比
12
・
４
％
増
）

●
商
工
費
は
、
起
業
等
振
興
補
助

等
に
１
億
４
９
９
０
万
１
千
円

（
前
年
度
比
14
％
減
）

●
土
木
費
は
、
町
道
整
備
事
業
等

に
５
億
４
９
８
６
万
５
千
円
（
前

年
度
比
10
・
２
％
増
）

●
教
育
費
は
、、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
、
給
食

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業
等
に

12
億
９
６
５
万
９
千
円（
前
年
度

比
66
％
増
）

各会計別の当初予算総括表

令和６年度の主な事業

会計区分 6年度 5年度 前年度比
一般会計 69億6,900万円 64億8,100万円 7.5%

特
別
会
計

国民健康
保険事業 6億4,450万円 6億2,200万円 3.6%

後期高齢者
医療事業 1億720万円 1億870万円 △1.4%

介護保険事業 6億6,040万円 6億4,450万円 2.5%
簡易水道事業 3億4,590万円 5億5,450万円 △37.6%
下水道事業 9億1,940万円 8億3,010万円 10.8%

計 96億4,640万円 92億4,080万円 4.4%
その他の事業については、「津別町
のしごと」をご覧ください。

歳出

議会費　6,920万1千円（0.9％）

  総務費
9億4,538万3千円
  （13.6％）

  民生費
11億5,265万2千円
  （16.5％）

衛生費
8億8,148万4千円
   （12.6％）

労働費　
30万7千円（0.0％）

  農林業費
8億193万3千円
   （11.5％）

商工費　
1億4,990万1千円

（2.2％）

土木費　
5億4,986万5千円

（7.9％）

災害復旧費　
200万円

（0.0％）

予備費　500万円
（0.1％）

消防費
2億5,540万7千円

（3.7％）

　教育費
12億965万9千円
   　（17.4％）

　公債費
9億4,620万8千円
　　（13.6％）
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令
和
６
年
度
町
政
方
針（
抜
粋
）

公
約
の
１
つ
目
の
「
町
民
の
皆
さ

ん
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」で
す
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
制
定
に

向
け
て
進
め
る
年
度
と
な
り
ま
す
。

策
定
委
員
会
に
よ
り
、
令
和
７
年
度

末
の
制
定
を
目
指
し
、
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
協
働
に
よ
る
策
定
づ
く

り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

２
つ
目
の
「
少
子
化
・
高
齢
化
社

会
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
ま
ず
は
少
子
化
対
策
と
し
て
、

昨
年
度
に
学
校
給
食
費
１
食
２
０
０

円
の
定
額
化
と
第
３
子
か
ら
の
学
校

給
食
費
無
償
化
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
全
員
無
償
化
に
向
け
た
検

討
も
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
あ
る
公
園
に

お
け
る
遊
具
の
整
備
に
つ
い
て
、
全

体
計
画
を
策
定
し
、
具
体
的
な
案

を
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
障
が
い
者
の
働
く
場

の
拡
大
と
し
て
、
昨
年
か
ら
の
公
的

施
設
の
清
掃
業
務
の
ほ
か
、
花
の
管

理
委
託
へ
と
拡
大
し
て
参
り
ま
す
。

３
つ
目
の
「
地
域
経
済
活
性
化

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
移
住
定
住
の
促
進
や
農
家
戸
数

の
確
保
の
た
め
、
引
き
続
き
起
業
等

振
興
促
進
事
業
、
農
業
新
規
参
入
者

誘
致
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

住
居
の
確
保
に
向
け
た
事
業
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
観
光
施
策
と

し
て
上
里
地
区
の
一
部
を
阿
寒
摩
周

国
立
公
園
へ
の
編
入
を
目
指
す
と
と

も
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

に
関
し
ま
し
て
は
、
企
業
版
も
含
め

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
と
も
に
効
果
的

な
Ｐ
Ｒ
や
返
礼
品
の
拡
大
と
確
保
に

よ
り
、
昨
年
以
上
の
寄
附
額
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

４
つ
目
の
「
中
心
市
街
地
活
性
化

の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
で
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
の
最
終
整
備

年
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ち
な
か
再
生

事
業
基
本
計
画
の
推
進
の
た
め
、
今

後
と
も
住
民
の
皆
様
と
知
恵
を
出
し

合
い
、
持
続
可
能
な
住
み
良
い
町
を

目
指
し
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
て
参

り
ま
す
。

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
に
よ
り
、
引
き
続

き
町
民
及
び
団
体
の
自
主
的
活
動

を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
北

海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
学

生
を
中
心
と
し
た
課
外
活
動
団
体

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ハ
ル
ク
）
と
津
別

高
校
と
の
高
大
連
携
事
業
及
び
大

学
生
ら
の
新
た
な
取
組
と
な
る
Ｈ

Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
＋
（
ハ
ル
ク
プ
ラ
ス
）

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
人

材
育
成
と
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

は
、
既
存
の
支
援
機
関
や
地
域
資

源
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
・
障
が

い
・
子
ど
も
・
生
活
困
窮
の
隔
て

な
く
、
本
人
や
世
帯
が
抱
え
る
地

域
生
活
課
題
の
解
決
に
資
す
る
包

括
的
な
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
と

し
て
取
組
を
継
続
し
て
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
津

別
町
環
境
衛
生
推
進
協
議
会
等
と
連

携
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
ご
み
の
分
別
の
徹
底
を
図

る
こ
と
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
生
ご
み
に
つ
き
ま

し
て
も
引
き
続
き
堆
肥
化
に
よ
り
再

資
源
化
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

「
津
別
町
環
境
基
本
計
画
（
令
和

６
年
度
～
令
和
11
年
度
）」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
環
境
基
本
計
画
推
進
協

議
会
と
基
本
計
画
等
の
関
連
施
策
の

検
証
と
協
議
を
行
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

精
神
の
も
と
引
き
続
き
環
境
に
配
慮

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま

す
。日

本
経
済
全
体
は
、
株
式
等
に
お

い
て
昨
年
度
後
半
か
ら
回
復
基
調

と
な
り
、
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等

が
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
観
光

関
連
の
消
費
が
上
昇
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
一
方
に
お
い
て
資
源
高
や

為
替
市
場
の
円
安
等
に
伴
う
物
価

高
、
人
口
減
少
に
よ
る
労
働
力
の
不

足
な
ど
に
よ
り
、
地
域
産
業
は
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
各
種
事
業
者
が
必
要
と
す
る
事

業
継
続
・
事
業
再
構
築
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
予
算
は
、
５
年
目
と

な
る
「
津
別
町
第
６
次
総
合
計
画
」

や
総
合
戦
略
、
福
祉
、
障
が
い
者
等

の
各
種
計
画
を
基
本
に
編
成
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
第
６
次
総

合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計

画
推
進
委
員
会
に
よ
る
検
証
が
行
わ

れ
て
お
り
、
推
進
委
員
会
よ
り
い
た

だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
言
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
10
年
後
に
目
指
す

津
別
町
の
将
来
像
「
暮
ら
し
た
い
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
エ
コ
タ
ウ
ン
」
に
到

達
で
き
る
よ
う
着
実
に
取
組
を
推
進

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

今
な
お
続
く
中
、
世
界
情
勢
は
さ
ら

に
不
安
定
な
状
況
が
進
み
、
ま
た
、

大
き
な
天
災
が
日
本
で
も
起
こ
る
な

ど
、
社
会
状
況
は
不
安
ば
か
り
で
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
デ
ジ
タ
ル

化
社
会
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
、
人
的

支
援
の
必
要
な
部
署
へ
の
人
員
配
置

を
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

経
済
的
に
も
政
治
的
に
も
新
た
な
変

換
期
に
向
か
っ
て
社
会
構
造
の
変
化

が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

そ
の
波
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

本
年
度
も
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
町

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
こ

と
を
お
誓
い
し
、
令
和
６
年
度
の
町

政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

３
月
４
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
予
算
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案

に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

公
約
の
推
進

地
域
振
興

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

産
業
の
振
興

結
び

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

津
別
町
長

佐
藤
多
一

工事の名称 場所 種別 概要 発注予定時期
森の健康館合併処理浄化槽機器改修工事 上里 機械 浄化槽機器改修 4 月下旬
上里貯水槽ろ過装置設置工事 上里 機械 膜ろ過装置設置 4 月下旬
２１世紀の森キャンプ場東屋等撤去工事 豊永 土木 東屋等の撤去 4 月下旬
トレーニングセンターアリーナ照明ＬＥＤ化工事 豊永 電気 LED 化改修 4 月下旬
水道事業量水器更新工事 町内一円 給排水設備 N=271 箇所 4 月下旬

自然運動公園展望施設改修工事 共和 建築 外壁及び内壁、階段等の施設全体的
補修工事 5 月下旬

橋梁長寿命化補修工事 豊永ほか 土木 美園橋、小沼沢橋 5 月下旬

活汲橋ほか橋梁維持補修工事 活汲ほか 土木 活汲橋、豊水橋、活栄橋、散歩橋、
369 号線 1 号橋 5 月下旬

町道７６号線道路改良工事 達美 土木 L=130m 5 月下旬
町道１３２号線改良工事 緑町 土木 L=33.25m　W=5.5m 5 月下旬
町道１９０号線道路改良工事 共和 土木 L=149.64m　W=4.5m 5 月下旬

高台低区配水池外構整備工事 高台 土木 既存配水池上屋撤去　フェンス・門
居設置 5 月下旬

恩根ポンプ室計装設備改築更新工事 恩根 機械 計装設備更新 5 月下旬
消火栓更新工事 町内一円 給排水設備 Ｎ＝３箇所 5 月下旬
トレーニングセンターアリーナ床改修工事 豊永 建築 アリーナ床の改修 5 月下旬
津別町学校給食センター建築主体工事 幸町 建築 給食センター新設 6 月上旬
津別町学校給食センター電気設備工事 幸町 電気 〃 6 月上旬
津別町学校給食センター機械設備工事 幸町 管 〃 6 月上旬
下水道管理センター建築改修工事 達美 建築 建築改修 6 月上旬
下水道管理センター自家発電機更新工事 達美 電気 自家発電機更新 6 月上旬

町道２８号線ほか歩道補修工事 幸町・
旭町 土木 N=4 路線　L=620m 6 月中旬

町道２５０号線道路側溝補修工事 美都 土木 トラフ L=48 ｍ 6 月中旬
町道７号線舗装補修工事 旭町 土木 L=50m　W=7.5m　ほか付帯工 6 月中旬
町道３５０号線道路側溝補修工事 岩富 土木 トラフ L=130 ｍ 6 月中旬

共和第２団地屋根塗装工事 共和 塗装 屋根塗装改修　1 棟 3 戸× 2 棟（付属
物置） 6 月中旬

豊永団地外壁等木部塗装改修工事 豊永 建築 木部分外壁の部分補修　塗装改修 7 月下旬
相生町有住宅改修工事 相生 建築 外壁張替　屋根塗装等一式 7 月上旬
町道３５０号線舗装補修工事 岩富 舗装 路上路盤再生工法　L=600m 7 月上旬
林業専用道共和線開設工事 共和 土木 L=1,000 ｍ 8 月上旬
町道８号線歩道新設工事 旭町 土木 L=30m 8 月上旬
ポンキキン川浚渫工事 大昭 土木 河川土砂上げ　L=1,900m 9 月下旬

豊永団地ほか内部改修工事 豊永 建築
3 棟内部改修　※空き状況に応じて改
修のため時期未定

未定

令和6年度 建設工事等の発注見通しに関する公表
　津別町が本年度に発注することが見込まれている建設工事について、「公共工事の入札及び契約の適正化の
促進に関する法律」第７条および同施行令第５条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

入札方法【指名競争】

問い合わせ先　建設課技術係23番窓口　☎ 77-8392
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まちなか
再生事業

の
取り組み

幸
町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

（
幸
町
棟
）
の
整
備
に
あ
た
っ
て

は
、
内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
財
源
と
し

て
想
定
し
、
申
請
し
て
い
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
３
月
12
日
付
け
で
内

閣
府
よ
り
事
業
採
択
の
内
示
を
受

け
ま
し
た
。内
示
の
交
付
金
額
は
、

１
億
９
６
９
８
万
８
千
円
で
、
申

請
額
の
と
お
り
全
額
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

金
額
に
つ
い
て
は
、
以
前
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
た
も
の
と
若
干

違
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
建
設
費
が

減
額
と
な
り
、
そ
の
分
備
品
購
入

費
に
充
て
た
た
め
で
す
。
事
業
費

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
が
、
事
業
が
進

行
す
る
中
で
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

幸
町
棟
整
備
費
の
内
閣
府

交
付
金
が
採
択
さ
れ
る

幸
町
棟
整
備
事
業
の

令
和
５
年
度
分
が
完
了

推
進
協
議
会
で
の

議
論
経
過
に
つ
い
て

事
業
費
に
対
す
る
財
源

これまでの議論経過や配付資料、Ｑ＆Ａ等については下記に掲載しています。

津別町ホームページ内【まちなか再生事業】ページ

https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/choseijoho/chihososei/2/index.html

《事業に対する問い合わせや疑問、出張説明のご依頼などを随時受付しています》　
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc14naEOJ3vMigL4_
sYC5xAFnt0-qk6JT40tAdlA-GCPtwMjQ/viewform?pli=1

・サツドラと包括連携協定を締結する予定であるのであれば、行政・地域課題にノウハウを持っていると思われるので、施設

　の管理運営を任せるべきである。

・大通棟と幸町棟を繋ぐカバードウォーク（屋根付き横断歩道）は、積雪寒冷地域の津別町において、冬期間のランニングコ

　ストを考慮すると望ましいと思わないことから、必要としない。

・カバードウォークについては、多くの委員会から設置の必要性がないとの意見が出ていたので削除すべきである。

・病院側の壁面について委員から意見を参考図面に取り入れられないのか。町と議会との議論の中で委員からの意見を十分配

　慮していただきたい。

・今後、気を付けていただきたい事項の一つに、指定管理者の人員不足があります。色々な事業を任せたい気持ちも十分理解

　できますが、大通棟、幸町棟に人を集める、にぎわいを作るためには管理運営する会社が、どれだけ動けるかにかかってい

　るような気がします。人的支援も含め、しっかり動ける体制を作っていただきたいと思います。

・駐車スペースの確保は重要です。

・外壁色については、十人十色と言われるので指定する色調はありませんが、周辺の環境と調和した色彩が良いと思います。

・図面で記されているほど大きな面積は必要ないように感じるので、多目的コミュニティスペースの面積を縮小し、整備
  事業費の削減を希望する。
・推進協議会では、十分な協議時間がなく、どのように活用できるか決定されていない状況の中で将来の公共施設の維持
  管理経費を考慮すると少しでも、面積の縮減を希望します。
・バス待合の表現が無いが利用しないとの理解で良いのか、大通棟で十分であり、道路を挟んで幸町棟に設置することは
  ないからです。

・サツドラ店舗を中心とした幸町棟の施設に、まちづくり会社の事務所を整備する理由が理解できない。平面図から事務
  所を削除し、建築費の削減を希望する。
・幸町通りの空き家をリノベーションして、そこに入れたら良い。
・幸町棟のこの施設に、北海道つべつまちづくり株式会社の管理事務所を整備する理由が見当たらないことから削除する
  こと。
・管理事務所は、施設管理を目的とした事務所なのか。指定管理者が事業を行うための事務所なのか。

・次世代へのリスク解消のため、「公有財産賃貸契約書」を締結すべきでは。

・津別町は、少子高齢化が急速に進行し、独居老人世帯が増加傾向にあり、当然のこととして買い物難民対策を検討する

  必要があります。このため買い物バスの運行や、薬の宅配サービスなどの検討を願いたい。

・包括連携協定を予定しているであれば、ノウハウがあるサツドラに任せるべき

詳しくは……　まちなか再生事業　　  検索　

◀ QR コードが読み
込める機器をご使用
の場合は、ここから
もアクセス可能です

◎幸町地区コミュニティ施設（幸町棟）整備事業費 の年度別内訳（単位：千円）

◎第15回市街地総合再生基本計画推進協議会で出された主な意見

調査設計費
設計・工事監理など

解体費
旧議事堂施設

建築工事費
幸町棟

外構工事費

事業費合計

事業費 交付金 起債 一般財源等

22,616

92,400

393,976

ー ー 22,616

81,400ー

9，988

113,124ー ー

11,000

196,988 187,000

187,000 227,128

113,124

622,116 207,988

▲上の表は、昨年の広報９月号掲載のものを基に内容を精査し、再掲載するものです。
※備品購入費は、19，976千円で、うち内閣府交付金を9，988千円と想定しております。

国土交通省交付金

内閣府交付金

店舗（サツドラ）の運営について

管理事務所について

多目的コミュニティスペースについて

その他について

３
月
19
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
議
会
の
定
例
会
に
お
い
て
、
幸

町
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備

事
業
の
令
和
５
年
度
分
の
財
産
購

入
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
、
買
取
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
内
容
は
、
敷
地
造
成
（
解

体
工
事
含
む
）
と
、
設
計
に
関
す

る
成
果
品
（
設
計
関
連
図
書
）
と

な
り
ま
す
。

敷
地
造
成
に
関
し
て
は
、
ご

存
知
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
役
場
庁
舎
の
正
面
側
に
あ
り

ま
し
た
旧
議
会
議
事
堂
お
よ
び
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
解
体
工
事
も
終

わ
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
幸
町

棟
の
建
設
工
事
を
待
つ
ば
か
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

工
事
着
手
は
、
５
月
か
ら
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
解
体
工
事
に

引
き
続
き
、
近
隣
及
び
通
行
さ
れ

る
方
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い

た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
建
設
予
定
地
は
更
地
と
な
っ

て
お
り
、
バ
リ
ケ
ー
ド
と
ロ
ー
プ

で
囲
っ
て
い
ま
す
が
、
関
係
者
以

外
の
敷
地
内
へ
の
進
入
は
、
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

第
15
回
と
な
る
市
街
地
総
合
再

生
基
本
計
画
推
進
協
議
会
は
、
推

進
協
議
会
か
ら
町
へ
提
出
す
る
提

案
書
案
に
対
し
て
の
意
見
収
集
と

い
う
形
で
、
書
面
に
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

提
案
書
案
は
、
３
月
号
に
掲
載

し
た
推
進
協
議
会
委
員
か
ら
の
意

見
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
全

委
員
に
配
付
し
、
修
正
意
見
等
が

あ
れ
ば
書
面
に
て
提
出
い
た
だ
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
提
出
さ
れ
た
主
な
意
見

は
、
次
頁
の
と
お
り
で
す
。
内
容

に
つ
い
て
は
、
先
月
号
に
掲
載
し

た
も
の
と
重
複
す
る
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
受
け
、
会
長

と
事
務
局
に
て
再
度
、
提
案
書
案

を
作
成
し
、
全
委
員
へ
の
確
認
を

経
た
後
、
成
案
を
得
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

な
お
、
提
案
書
作
成
に
若
干
遅

れ
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

懇
談
会
の
開
催
も
遅
れ
る
見
通
し

で
す
。
日
程
が
決
ま
り
次
第
、
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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安全な通学を願って危険から身を守るために
折りづる会が交通安全祈願マスコットを寄贈町防犯協会が防犯ブザーを寄贈

　２月２８日、町内のボランティアグループ・折りづ
る会より手づくりの交通安全祈願マスコットが教育委
員会に寄贈されました。
　児童たちの安全な通学を願うクマのマスコットは、
小学校の新一年生全員に贈られます。

　３月８日、津別町防犯協会から教育委員会に防犯ブ
ザーの寄贈があり、中川孝敏会長と加藤恭男副会長から
近野教育長に手渡されました。
　防犯ブザーの寄贈は、平成１３年から毎年行われ、今
年で２４回目の寄贈となります。

広報つべつ　2024年４月号

能登半島地震被災地
支援活動のため職員を
派遣しました
　被災地支援活動を行うため、津別町役場から職員２名（白
尾住民環境係長、佐藤行革電算係主事）を派遣しました。派
遣された職員は３月９日から１７日の間、石川県穴水町で活
動し、被災箇所の測量作業などを行いました。 ▲３月８日に行われた出発式 ▲活動の様子

義援金のご協力ありがとうございました

　令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震で被災された方々を支援す
るため、皆さまからの義援金を受け付けておりましたが、3 月 10 日をもっ
て終了いたしました。
　お寄せいただいた義援金は 231,484 円となり、この義援金は日本赤
十字社を通じて被災された方々へ届けられます。
　多くの皆さまからの温かいご支援、誠にありがとうございました。

第２弾

ぐっさんの歌で大盛り上がり地域協働の独自授業「つべつ学」
ぐっさんのハッピーオンステージ全国50カ所ツアー北海道地域協働アワード2023準グランプリ受賞

伊藤忠建材株式会社が町に寄附

　３月９日、中央公民館にてぐっさんこと山口智充氏
による、単独ライブが開催されました。
　トークやモノマネ、弾き語りなどを披露し、会場は
大盛況。今年で 55 歳を迎え、円熟味を増したパフォー
マンスで来場したファンにハッピーを届けました。

　３月９日、津別高校にて北海道地域協働アワード
2023準グランプリ受賞式が行われました。
　「つべつ学」では、地域と連携・協働体制を構築し、
地域課題の解決のための独自の授業を実施。生徒の多
様な学習活動の取り組みが評価され表彰されました。

　伊藤忠建材株式会社から町へ企業版ふるさと納税が寄附され、３月１１日に役場庁舎において感謝状贈呈式が行わ
れました。佐藤町長から関野博司代表取締役社長へ木製の感謝状が手渡され、「この度の寄附ありがとうござい
ます。津別町まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画に沿うように使用していきます」と感謝を述べました。

企業版ふるさと納税で社会貢献

　当社は 1961 年の設立以来、輸入木材製品を日本全国で販売し
て参りました。ふと気が付くと、日本の森林は放置され、伐期を
迎えた木材が収穫されずに山に残されている現実を目の当たりに
しました。
　「実りある豊かな未来への架け橋となる」これは、当社が定め
たパーパス ( 存在意義 ) です。この言葉を胸に、当社はどんな未
来に橋を架けられるのか考えました。
　そんな時、半世紀以上も取引をしている丸玉木材株式会社様が、
津別の地で皆様と一緒になって、北海道の木材に拘ってもの作り
をされ、森の活性化に力を入れておられることに気付き、何かお
手伝い出来ないか大越社長様に相談させて頂き、今回の寄付に至
りました。
　北海道の元気な木材を全国に、そして海外に向けて橋を架けて
行きたいと思います。（左から）佐藤町長、丸玉木材㈱大越代表取締役社長、

伊藤忠建材㈱関野代表取締役社長

伊藤忠建材株式会社様よりコメント
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青 春
くろーずあっぷ

ながき　よしき　さん／平成１３年３月生まれ／
津別町役場　勤務

生
ま
れ
育
っ
た
津
別
町
に
貢
献
し
た
い

長
岐

佳
樹
さ
ん

昨
年
の
４
月
か
ら
、
津
別
町
役

場
に
勤
務
し
て
い
る
長
岐
佳
樹
さ

ん
。
住
民
企
画
課
企
画
係
に
所
属

し
て
お
り
、
広
報
や
統
計
の
業
務

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

津
別
町
出
身
の
長
岐
さ
ん
は
、

中
学
ま
で
を
町
内
で
過
ご
し
、
北

見
柏
陽
高
校
を
経
て
、
北
海
学
園

大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
を
卒
業

し
ま
し
た
。

津
別
町
職
員
を
志
望
し
た
理
由

は
、
小
学
生
の
頃
か
ら
町
内
イ
ベ

ン
ト
に
多
数
参
加
す
る
ほ
ど
、
津

別
が
好
き
で
、
大
学
卒
業
後
の
進

路
を
考
え
た
と
き
に
、
生
ま
れ
育
っ

た
町
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
た
か

ら
だ
そ
う
で
す
。

「
こ
の
１
年
間
、
広
報
業
務
を
通

し
て
、
津
別
町
の
知
ら
な
か
っ
た

魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
は
、
そ
れ
を
よ
り
多

く
の
人
に
、
広
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
今
後
の
目
標
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

趣
味
は
サ
ウ
ナ
と
ド
ラ
イ
ブ
と

旅
行
で
、
津
別
町
に
サ
ウ
ナ
施
設

が
欲
し
い
と
熱
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

★栄養部グループラインを
覗いてみたら・・・。

野菜を食べよう
1日３５０g！

春の野菜にはふきのと
うやゼンマイなどの山
菜が美味しいですよ
ね。「春の皿には○〇
を盛れ」ということわ
ざがありますが、○〇
には何がはいるでしょ
うか！
①辛味
②うま味
③苦味

23：00 7 80%

＜★栄養部

養コーチ

養コーチ

こんにちは！最近春を感じてきた
から旬の野菜を食べるように心が
けているんだ。

なんとなくそんな予感がしていた
けれど、どのくらい少ないの？

良い心がけですね。ちなみに津別
の人は野菜の摂取量が少ないこと
を知っていますか？

実は全国や北海道の平均野菜摂取量
に比べ、津別町の野菜摂取量はその
約半分ということが令和５年度町民
アンケートの結果から分かりました。

体の調子を整えるために 1 日に必要な
野菜の量は 350 ｇということをご存
じでしょうか？この量は小皿に入った
ほうれん草で表すと５皿分の量になり
ます。この目標量に対して、日本全国
の平均量は 280.5 ｇですが、津別町は
平均 134 ｇと、全国平均の約半分の
量でした。350 ｇはなかなか難しいと
ころですが、現在の食事に小鉢 1 皿分
をプラスすることで津別町の平均量は
200 ｇに達成します。いつもの食事に

【＋１皿】（コンビニの野菜でも OK)
をみんなで心がけてみましょう！

栄養士からの解説
【毎食 + 野菜一皿分】

栄ちゃん

栄ちゃん

答えは 12 ページの下にあります。

温
故

知
新
【549】

認
知
症
予
防
は

パ
ソ
コ
ン
で
の
日
記

本
濱

勢
市

さ
ん

もとはま　せいいち　さん／昭和６年１１月、旭町出
身／９２歳／達美ケアハウス在住

旭
町
の
酪
農
家
に
生
ま
れ
た
本
濱

さ
ん
は
、
７
人
兄
妹
の
末
っ
子
と
し

て
育
ち
、
国
民
学
校
を
卒
業
後
、
北

見
市
の
配
電
会
社
に
勤
め
ま
す
。
勤

務
地
は
津
別
町
で
、
２
年
ほ
ど
働
い

た
15
歳
の
時
、「
違
う
土
地
で
暮
ら

し
て
み
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

遠
軽
や
札
幌
、
東
京
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
働
き
ま
す
。
変
電
会
社
に

勤
め
て
い
た
知
識
を
活
か
し
て
、
銀

行
や
病
院
な
ど
の
建
設
に
係
る
配
線

工
事
の
仕
事
に
従
事
し
ま
し
た
。

25
歳
の
時
、
層
雲
峡
の
温
泉
旅
館

で
ボ
イ
ラ
ー
技
士
と
し
て
住
み
込
み

で
働
き
始
め
ま
す
。
旅
館
で
は
ボ
イ

ラ
ー
の
仕
事
以
外
に
も
映
写
機
で
の

映
画
上
映
を
担
当
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
で
映
画
鑑
賞
が
趣

味
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

27
歳
の
と
き
、
縁
談
が
あ
り
、
二

又
出
身
の
千
鶴
子
さ
ん
と
結
婚
。
結

婚
し
て
数
年
、
単
身
赴
任
で
働
く
の

は
大
変
で
あ
る
た
め
、故
郷
に
戻
り
、

港
木
材
株
式
会
社
に
勤
め
ま
す
。
40

歳
の
時
、
仕
事
中
の
不
慮
の
事
故
で

利
き
手
で
あ
る
右
手
の
手
首
か
ら
下

を
失
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。そ
の
後
、

会
社
の
倒
産
を
期
に
現
役
を
退
き
ま

し
た
。

奥
様
と
の
間
に
は
二
人
の
娘
が
い

て
、
家
族
旅
行
で
箱
根
温
泉
旅
行
や

海
外
旅
行
な
ど
に
行
っ
た
こ
と
が
思

い
出
で
、
次
女
の
旦
那
と
は
釣
り
が

お
互
い
に
好
き
で
意
気
投
合
し
、
よ

く
海
釣
り
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

本
濱
さ
ん
は
現
在
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス

に
入
居
し
て
い
ま
す
。
日
課
は
パ
ソ

コ
ン
で
の
「
で
き
ご
と
日
記
」
を
付

け
る
こ
と
だ
そ
う
で
、
毎
日
天
気
や

気
温
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
書
き
留

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
家
計
簿
を
パ

ソ
コ
ン
で
管
理
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
毎
日
娘
さ
ん
と
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。「
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
う
こ

と
で
認
知
症
予
防
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
新
し
い
こ
と
を
学
ぶ
楽

し
さ
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
る
こ
と
が
心
と
頭
を
活
性
化
さ
せ

る
ん
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

︻
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
︼

﹃
更
正
の
請
求
﹄
を
し
て
、
正
し
い
税
額
へ
の
訂

正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
続
き

は
、
所
得
税
確
定
申
告
提
出
期
限
か
ら
５
年
以
内

で
す
。

︻
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
︼

﹃
修
正
申
告
﹄
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た

に
納
め
る
税
額
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び
延

滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
税

務
署
の
調
査
を
受
け
た
あ
と
で
修
正
申
告
を
し
た

り
、
税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
を
受
け
た
場
合
に

は
、
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合
に
比
べ
高

い
加
算
税
率
を
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

︻
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
︼

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち
に
申
告

を
し
て
下
さ
い
。確
定
申
告
期
限
後
の
申
告
に
は
、

無
申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

︻
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も
︼

年
金
収
入
（
４
０
０
万
円
以
下
）
の
み
の
方
は
、

確
定
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
申

告
を
し
た
方
が
い
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
無

収
入
の
方
で
も
住
民
税
申
告
を
し
な
い
場
合
、
国

民
健
康
保
険
税
等
が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
申
告
が
必
要
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
お
気

軽
に
税
務
収
納
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

暮らしを支える

税
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交
通
事
故
の
撲
滅
を
を
誓
い
合

う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
美
幌
警
察
署
に
よ
る
交

通
安
全
講
話
も
行
う
予
定
で
す
。

今
年
度
も
町
民
全
員
で
交
通
安
全

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

日
時４

月
４
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
か
ら

場
所中

央
公
民
館

講
堂

※
昨
年
度
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
人
数
を
制
限

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
よ

り
通
常
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
係
12
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
７

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の

縦
覧
を
、
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
５

月
３
１
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
役
場
税
務
収
納
係
で

行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
、
自
分
の
資
産
の
評
価
額

と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適
正
さ

を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・
家

屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
通

年
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
中
に

固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た
方
や

家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
方
に

つ
い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
５
月
に
送
付
す
る
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
に
は
、
課
税
明
細
書

が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

税
務
収
納
係
10
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
６

令
和
６
年
３
月
末
か
ら
世
帯
主

宛
て
に
町
民
入
浴
優
待
券
を
順
次

発
送
し
て
い
ま
す
（
５
枚
つ
づ
り

１
シ
ー
ト
）。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

使
用
期
間

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日

対
象
者

４
歳
以
上
の
町
民
（
３
歳
以
下

は
無
料
で
す
）

※
年
度
内
に
４
歳
に
な
る
お
子
様

の
分
も
郵
送
し
ま
す
。

優
待
内
容

優
待
券
の
利
用
で
、
大
人
通
常

入
浴
料
８
０
０
円
が
３
０
０
円
、

子
ど
も
通
常
入
浴
料
４
０
０
円
が

１
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

優
待
券
の
枚
数

１
人
５
枚
（
１
シ
ー
ト
）

そ
の
他

町
民
入
浴
優
待
券
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
商
工
観
光
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
係
19
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
８

〇
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
子
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践

小
学
生
が
歩
行
中
に
死
傷
し
た

事
故
の
特
徴
で
は
、「
低
学
年
が
約

７
割
で
１
年
生
が
一
番
多
い
」「
事

故
の
中
に
は
歩
行
者
側
に
飛
び
出

し
や
信
号
無
視
等
の
違
反
が
あ
る
」

こ
と
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
歩
行
者
優
先
の
意
識
の
徹
底
と

﹁
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
﹂
運
転

の
励
行

「
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
と

な
り
ま
す
。」「
飲
酒
運
転
は
悪
質

で
危
険
な
犯
罪
で
す
。」「
加
齢
と

と
も
に
身
体
能
力
は
低
下
し
、
運

転
操
作
ミ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。」

③
自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

「
安
全
の
た
め
に
自
転
車
に
乗
る
際

は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。」

「
自
転
車
や
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
等
で

も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。」

春の全国交通安
全運動の実施！

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。
内容については、各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

地域
安全 交通安全

情報
交通安全交通安全

住民環境係
12番窓口　
☎77―8377

■今回（３月２９日まで募
集）受験申し込みされた方はぜひ受験を！
〇知らなかったやりがいがここにあります
　警察官の仕事は多岐に渡ります。自身の個
　性を活かす場がきっとここにある！
〇仕事も私生活も充実させたい
　北海道警察は仕事のやりがいはもちろん、
　私生活の充実も大切にする職場です。
〇まずは北海道警察について知ってください

説明会やイベントに参加して、リアルな道警を知
　ることから始めませんか。

北海道
警察官募集！

※１０ページ「食善食語クイズ」の答えは「③苦味」でした。

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会

を
開
催
し
ま
す せ

ら
知
お

せせせせせ

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の

縦
覧
や
閲
覧
は
４
月
１
日

か
ら
で
す
︒

町
民
入
浴
優
待
券
は

届
い
て
い
ま
す
か
？

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
令
和
６
年
４
月
よ
り
定
期
予

防
接
種
に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
町

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
・

電
話
は
終
了
と
な
り
ま
す
。な
お
、

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
つ
い
て
は
、
詳
細
が
決
定
次

第
、広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

終
了
す
る
電
話
番
号

役
場

ワ
ク
チ
ン
接
種
担
当

☎
０
９
０
―
９
５
１
７
―
８
９
８
８

予
約
・
相
談
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
―
７
８
６
―
１
３
７

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
係

７
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
０

旧
優
生
保
護
法
の
も
と
で
子
ど
も

が
で
き
な
く
な
る
手
術
を
受
け
た
方

は
、
一
時
金
３
２
０
万
円
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
時
金
の
支
給
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

連
絡
先

☎
０
１
２
０
―
０
３
１
―
７
１
１

※
午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hofuku.kodom
o1@

pref.
hokkaido.lg.jp

郵
送
宛
先

〒
０
６
０
―
８
５
８
８

（
住
所
不
要
）
北
海
道
保
健
福

祉
子
ど
も
政
策
企
画
課
内
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
20
日（
土
）か
ら
４
月
30
日

（
火
）ま
で
の
11
日
間
、
全
道
一
斉

に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

全
国
統
一
防
火
標
語

﹃
火
を
消
し
て

不
安
を
消
し
て

つ
な
ぐ
未
来
﹄

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
小

さ
な
火
が
大
き
な
火
災
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に

は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
期
間
中
に
は
次
の
行
事

を
実
施
し
ま
す
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴

４
月
20
日（
土
）～
４
月
26
日（
金
）

午
後
７
時
に
20
秒
間

町
内
・
町
外
巡
回
広
報

４
月
20
日（
土
）～
４
月
30
日（
火
）

防
火
パ
レ
ー
ド

４
月
20
日（
土
）
午
前
10
時

防
火
教
室

期
間
中
に
随
時
実
施
し
ま
す
。

﹁
火
の
用
心
﹂
の
ポ
イ
ン
ト

●
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
物

を
置
か
な
い

●
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
時
は
そ
の
場

を
離
れ
な
い

●
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ

コ
足
配
線
は
し
な
い

●
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物

を
近
づ
け
な
い

問
い
合
わ
せ
先

津
別
消
防
署
グ
ル
ー
プ　
　

☎
76
―
２
１
８
９

津
別
消
防
署
で
は
定
期
的
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
る
か

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
か

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
に
よ
り
火
災
の
早
期
発
見

や
、
拡
大
防
止
が
期
待
で
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
や
詐
欺
ま
が

い
の
住
宅
訪
問
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
津
別
消
防
署
で
は
町
民
に

対
し
何
か
を
販
売
す
る
よ
う
な
こ

と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

商工観光係
19 番窓口
☎77－8388

消費生活
相談
Q A＆

QＡ

津別町消費生活
トラブ ル2023

津別町消費生活
トラブ ル2023

霊感商法トラ
ブルについて
の法改正編

相談事例編

テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

契
約
は
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に

美幌町消費
生活センター
☎・ＦＡＸ
７２―０３６６
月～金曜日

（祝祭日を除く）
午前10時～
午後4時

４
日
前
、
テ
レ
ビ
の
広
告
を
見
て
注
文
の
電
話
を
し
た
。

商
品
の
説
明
を
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
聞
い
て
い
た
が
、
注

文
品
と
は
違
う
内
容
の
契
約
を
勧
め
ら
れ
た
。
耳
が
遠
く
て

説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
断
り
切

れ
ず
に
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。
後
悔
し
て
い
る
。

通
信
販
売
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
外
で
す
が
、
電
話

を
し
て
欲
し
い
商
品
を
注
文
し
た
の
に
、
商
品
以
外
の
も
の

を
勧
め
ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
や
、
定
期
購
入
等

違
う
契
約
を
勧
め
ら
れ
応
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
電
話

勧
誘
販
売
に
あ
た
り
ま
す
（
特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ

2
0
2
3
年
６
月
か
ら
施
行
）。
電
話
勧
誘
販
売
は
契
約
書

面
を
受
け
取
っ
て
か
ら
８
日
間
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
が

あ
る
た
め
、
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
両
面
コ
ピ
ー
を

取
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
通
知
を
し
た
こ
と
が
残
る
よ
う
簡

易
書
留
で
郵
送
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
に

は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

旧
優
生
保
護
法
に
関
す
る

一
時
金
支
給
に
つ
い
て

令
和
６
年
春
の
火
災
予
防

運
動
に
つ
い
て

消
防
職
員
に
よ
る

住
宅
訪
問
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
予
約
・
相
談
電
話
の

終
了
に
つ
い
て

まちづくりに対する疑問、ご意見をお寄せ
ください。
住民企画課企画係14番窓口　☎77 － 8374
　　　　　　　　　　　　　FAX 76 － 2976
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公営住宅
入居者募集

今回公募する公営住宅（入居時期４月下旬）

町営住宅
団地名 住　　所 建設年度/規模 家　　賃 駐車場 共益費 入居区分

まちなか団地 旭町56番地１ Ｈ23/3LDK 24,000～35,700円 １台分
300円 600円 世帯用

４月８日（月）～１５日（月）
(土日を除く)

建設課住宅係　2階20番窓口

①現に同居し、又は同居しようと
　する親族等がある方(単身者向け住宅除く)

②入居者及び同居者の合算所得が、認定収入額の基準内であり、住宅に困窮している方
　(下記の世帯人数別の年間所得額一覧表を参照)
③入居者及び同居者、又は同居しようとする親族等が、暴力団員による不当な行為の防止
　等に関する法律第２条第６号に規定する暴力団員ではないこと

募集期間

受付場所

提出書類

入居にあたっての留意事項

入居資格

住宅区分 区　　分 世帯区分
1人 2人 3人 4人 5人

町営住宅
(所得上限)

通常の入居者 1,896 2,276 2,656 3,036 3,416
入居の特例 2,568 2,948 3,328 3,708 4,088

特定公共
賃貸住宅

所得下限(50歳未満) 1,896
所得下限(45歳以下) 1,856 2,236 2,616 2,996
所得下限(45歳以上) 2,276 2,656 3,036 3,416

所得上限 3,108 6,224 6,604 6,984 7,364

入居申込される方が津別町民の場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②マイナンバー提供書（ＨＰからダウンロード可）

※上記所得金額を超える場合でも控除額等により入居可能な場合があります。
※入居の特例は障がいのある方などが入居される場合に適用されます。

単位：千円

津別町HP 住宅情報

( 参考 ) 世帯人数別の年間所得額一覧表

入居申込される方が津別町民ではない場合
①入居申込書（ＨＰからダウンロード可）
②入居予定者全員の住民票
③滞納のないことの証明書
④入居予定者の所得が確認できるもの

①犬・猫等ペットの飼育はできません。
　( 一時預かりの場合も禁止です )
②入居が決定したときは、3ヶ月分の家賃に相当
　する金額を敷金として納付していただきます。
③独立の生計を営み、入居申込者と同程度以上
　の収入を有する連帯保証人１名が必要です。
④入居後の各種手続きについては、ご自身で行っ
　ていただきます。

入居申込・問い合わせ先 建設課住宅係20番窓口　☎７７―８３９０

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

５
月
７
日
（
火
）
ま
で

試
験
日
（
筆
記
試
験
）

５
月
18
日
（
土
）

試
験
場
所

北
見
・
美
幌
・
帯
広
・
釧
路

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

試
験
日

５
月
25
日
（
土
）

試
験
場
所

美
幌
・
釧
路

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

北
見
地
域
事
務
所

☎
０
１
５
７
―
23
―
６
８
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.m

od.go.jp/
pco/obihiro/

試
験
日
時

８
月
22
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

願
書
受
付
期
間

５
月
７
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

試
験
地

北
見
市

受
験
料

６
９
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

北
海
道
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興

局
保
健
環
境
部
北
見
地
域
保
健

室
（
北
海
道
北
見
保
健
所
）
企

画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
５
７
―
24
―
４
１
７
１

日
常
生
活
で
、
何
か
悩
み
ご
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

町
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
る
「
よ

ろ
ず
相
談
委
員
」
が
、
行
政
、
民

事
、
そ
の
他
の
心
配
ご
と
に
つ
い

て
、
広
く
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
委
員
の
自
宅
で
の
相
談
は

対
応
で
き
ま
せ
ん
。

日
時４

月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
～
３
時

会
場役

場
１
階

中
ホ
ー
ル

相
談
委
員

松
木
繁
之
さ
ん

松
田
真
理
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先

住
民
環
境
係
12
番
窓
口

☎
77
―
８
３
７
７

令
和
６
年
度
の
北
海
道
心
身
障

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。
通
常
は
札
幌
の

相
談
所
で
し
か
行
わ
れ
ま
せ
ん

が
、
近
隣
で
相
談
で
き
る
貴
重
な

機
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
の
福
祉
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

①
18
歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で

電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

②
18
歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で

療
育
手
帳
の
新
規
ま
た
は
再
判

定
を
希
望
す
る
方

③
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

開
催
日
お
よ
び
開
催
場
所

●
４
月
23
日（
火
）・24
日（
水
）

北
見
市
総
合
福
祉
会
館

（
北
見
市
寿
町
３
丁
目
４
―
１
）

※
次
回
開
催
予
定

７
月
９
日（
火
）・10
日（
水
）

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
・
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
）

７
月
11
日
（
木
）

（
紋
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
係
６
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
１　
　
　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
歯
科

衛
生
士
や
作
業
療
法
士
、
皮
膚
ケ

ア
看
護
師
が
、
お
子
さ
ま
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま

す
。

対
象生

後
２
か
月
か
ら
就
学
前
の
お

子
様
と
そ
の
保
護
者

日
程４

月
15
日
（
月
）

受
付
時
間

午
前
９
時
～
10
時

会
場健

診
ホ
ー
ル

持
ち
物

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
歯

の
健
康
ノ
ー
ト
と
普
段
使
用
し

て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
（
歯
の
相
談

希
望
が
あ
る
場
合
）

内
容身

長
体
重
測
定
、
保
健
相
談
、

栄
養
相
談
、
歯
科
相
談
、
療
育

相
談
、
ス
キ
ン
ケ
ア
相
談

そ
の
他

予
約
は
不
要
で
す
。
受
付
時
間

内
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
推
進
係

７
番
窓
口

☎
77
―
８
３
８
０

集
募

談
相よ

ろ
ず
相
談
の

お
知
ら
せ

北
海
道
心
身
障
が
い
者

総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

陸
・
海
・
空
自
衛
隊

募
集
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験

の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
相
談
会
の

お
知
ら
せ
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は
じ
め
ま
し
て
、
今
年
の
2
月
か

ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
新

し
く
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
鈴
木
健

史
で
す
。
主
に
農
業
分
野
で
の
活
動

と
な
り
ま
す
。

出
身
は
札
幌
市
で
、
高
校
生
ま
で

ず
っ
と
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
ま

し
た
。
外
で
身
体
を
動
か
す
仕
事
に

憧
れ
を
持
ち
、
札
幌
の
大
学
を
出
た

後
に
む
か
わ
町
の
農
業
法
人
に
就

職
し
ま
し
た
。
む
か
わ
町
で
は
、

主
に
レ
タ
ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫

な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。

津
別
町
の
農
業
は
と
て
も
広
い

面
積
で
畑
作
を
や
っ
て
い
る
の
で

驚
き
ま
し
た
。
今
ま
で
の
仕
事
と
少

し
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
体

力
と
忍
耐
に
は
自
信
が
あ
る
の
で
、

1
日
で
も
早
く
力
に
な
れ
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

2
月
中
は
主
に
農
協
資
材
課
で

の
倉
庫
作
業
を
行
い
、
現
在
は
ビ
ー

ト
の
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
農
協
の
方
や
組
合
員
の
方

た
ち
と
も
お
会
い
す
る
機
会
が
あ

り
、
と
て
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

妻
が
北
見
市
出
身
で
、
今
回
彼
女

の
地
元
近
く
に
来
ら
れ
た
こ
と
を

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
妻
の
両

親
も
仕
事
で
津
別
町
と
関
わ
る
機

会
が
あ
り
、
と
て
も
良
い
場
所
で
良

い
人
ば
か
り
だ
と
聞
き
、
私
も
迷
い

な
く
移
住
を
決
断
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
私
自
身
も
皆
さ
ん
に
と

て
も
優
し
く
接
し
て
い
た
だ
き
、
助

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
津
別
町
に
馴
染
ん

で
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

農業分野で
頑張ります！

札幌出身、25 歳。
２年間農業法人で働いた
後、2024 年２月着任。

鈴木　健史

甘さを求めて 77 年！工場初潜入！
ロマンス製菓株式会社
現在インターネットで公開中！　町のＨPをご覧ください

第
84
回

　生き残ったのには訳がある。創業から 77 年を迎える製菓メーカー、ロマンス製菓株式会社。大人気の塩べっ
こう飴に甘酒ソフトキャンディ、クマヤキグミなど、さまざまなお菓子を作っています。今回、ビデオカメラ
が初めて工場の中に潜入！ 1 日 1 トンの飴を作る生産ラインに驚きの連続！
　津別町で昭和 22 年（1947 年）に松田行雄さんが創業したロマンス製菓は、なぜこの地で誕生し、規模を
拡大できたのか？その秘密に迫ります。

　この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月 1 回）すること
で、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、ふるさと納税
の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10 年後 20 年後の町民
への財産とします。完成した映像は、町の Web サイトや道東テレビ、
YouTube 等で公開いたします。また、さんさん館、津別病院、ウッドリー
ム（大通棟）、道の駅あいおいに設置された「デジタルサイネージ（映
像看板）」でも視聴することができます。※タウンニュースつべつは、
ふるさと納税の寄附金により制作しています。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!! 詳しくは役場住民企画課まで》毎月末日
ごろ更新

社会体育施設のお知らせ
《ふれあい公園パークゴルフ場》は
４月２８日（日）オープン予定です！

《温水プール　すいむ》は
５月１日（水）オープンです！

※グレステンスキー場は
　９月１日（日）オープン予定です！（土・日・祝日のみ）

区分 大人 高校生 小中学生

1 日券 300円 200円 100円

回数券（１２枚綴） 3,000円 ― ―

シーズン券 6,000円 ― ―

※用具代120円（町内の小中高生は無料です）

※町内の小中高生は無料です利用料金

場　所　中央公民館ロビー　　
　　　　（月～金　午前９時～午後４時）
持ち物　顔写真・券代金
※４月３０日（火）以降も上記平日にて随時、中央
　公民館にて販売しています。

●シーズン券販売　４月２２日（月）～２６日（金）

利用期間　4月28日(日）～10月31日（木）
※気象状況等により変更になる場合があります。
利用時間　4月～5月  : 午前8時～午後7時
　　　　　6月～8月  : 午前7時～午後7時
　　　　　　　  9月  : 午前7時～午後6時
　　　　　　   10月  : 午前8時～午後5時
定 休 日 　毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）
　　　　　※４月30日・10月29日は営業します。

《本岐地区多目的公園パークゴルフ場》は４月２８日（日）オープン予定です

利用期間　5月１日（水）～10月31日（木）
利用時間　平　日　午前10時～午後８時30分
　　　　　（午前11時50分～午後1時、
　　　　　  午後４時50分～午後６時は休憩時間）
　　　　　土・日・祝日　午前10時～午後５時
　　　　  （午前11時50分～午後１時は休憩時間）
休 館 日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

区分 大人 高校生 小中学生
70歳以上

1 日券 300円 200円 100円

回数券（１２枚綴） 3,000円 2,000円 1,000円

シーズン券 9,000円 6,000円 3,000円

※幼児・町内小中高生・身障者の方は無料です

４月２２日（月）中央公民館にて(月～金、午前9時～午後4時)随時販売しています。
※シーズン券の販売は中央公民館のみでの取り扱いとなります。
持ち物　顔写真・身分証明書・券代金

●シーズン券販売

《今年のすいむ無料開放日》
5月1日（プール開き）
5月5日（子どもの日）
6月27日（オープン記念日）

7月15日（海の日）
9月16日（敬老の日）
10月14日（スポーツの日）
10月31日（プール納め）
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住宅
改修

新
築

中古
住宅 奨励金

（令和６年度受付開始）
住環境の向上と定住の促進を図り、活力ある町づくりを推進するため、
町内に持ち家を建設する方、または改修する方等に対して奨励金を交付します。

住宅改修

住宅新築 中古住宅

●対象となる改修工事、区分
①町内建設業者が請負う改修工事で
　奨励金交付決定前に着工していな
　い工事
②改修に要する費用が 50 万円（消費
　税額等含む）以上
③住宅の増築、改築、住宅の耐久性
　を高めるための改修工事、塗装、
　補強、住宅の居住性を高める改修
　工事、環境負荷低減に資する改修
　工事など
※詳しくは下記係へお問い合わせ、
　または、町ホームページをご覧く
　ださい。

●受付期間
期　間　令和６年４月１日（月）～
　        ４月 12日（金）※土・日・祝日
           を除く
時　間　午前８時30分～午後５時15分　
　　　　※正午～午後１時を除く
場　所　建設課住宅係 20 番窓口
　　　　（役場２階）
※一度住宅改修奨励金の交付を受け
　ている住宅は、申し込みできません。
※申込書は町ホームページからもダ
　ウンロードできます。

●奨励概要
①奨励金の額は、改修費用の 20％で
50 万円が限度です。

②建築後 10 年以上を経過した住宅の
　改修工事で、改修後 10 年以上の定
　住を確約される方です。
③予算の範囲内での実施のため、申
　込者多数の際は抽選となる場合が
　あります。

住宅改修奨励金を希望される方は、
受付期間内に申し込みが必要です。※

新築必須要件　１００万円
①床面積 80㎡以上、10 年以上の定住を確約される方
②断熱等性能等級４を満たす住宅
●加算要件
①申請時に同居する中学生以下の子どもがいる場合 30 万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②町内の業者に発注する場合 60 万円
③北海道内の森林から産出され、町内で生産または製品
　化された木材（地域材）を10㎥以上使用した場合　　　　　　　　　
20 万円

④北海道内で森林管理認証された木材を１㎥以上使用
　し、CoC 認証を取得した業者が施工した場合は１㎥
　当たり３万円。加算要件③との併用可（使用量につ
　いては小数点以下切捨て） 上限 40万円
※必須要件の１００万円に、該当する加算要件を加えた
　額が、奨励金額となります。
※工事着手前に申請が必要です。

●対象となる中古住宅と奨励概要
①建物の固定資産税課税標準額
　○１５０万円以上　奨励金の額 30万円
　○１００万円以上１５０万円未満　奨励金の額 20万円
※課税標準額は、固定資産税の納付書に記載されています。
②申請後 10 年以上の定住を確約される方を対象とします。
※申請は売買後１年以内です。
◎各奨励金の留意事項
　奨励金のうち 10％（１万円単位、10 万円上
　限）を、津別町商工会会員の取扱店で利用できる津別
　町商工スタンプ会発行の商品券で交付します。

お問い合わせ
建設課住宅係 20 番窓口
☎ 77-8390

URL：https://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp
　　　/soshikikarasagasu/kensetsu/3/1099.html

二次元コード：

空き家の活用を応援する
２つの補助金制度
　町内に空き家が増えています。これらの空き家には、改修することにより利活用が可能になる空き家
もあります。空き家を有効活用するため、空き家を改修する方に費用の一部を助成します。
　また、適切に管理されず、安全性の低下や公衆衛生の悪化、景観の阻害など地域住民の生活に悪影響
を及ぼしている空き家があります。これまで同様、空き家を取り壊す方に費用の一部を助成します。

●対象となる空き家
　津別町空家等情報登録制度（空き家バンク）に登録済みの空き家
●対象となる者
　①空き家の改修工事を賃貸の目的で行う所有者または管理者（町内在住の有無を問いません）
　②所有者の許可を受けて自身の居住を目的で改修工事を行う空き家の賃借人
●対象となる改修工事
　①津別町内の業者、または、申請者が行う改修工事で、補助金申請前に着工していない工事
　②住宅の安全性、耐久性および居住性を維持させるための修繕や改修工事
　※町外の業者が請け負うものは対象とはなりません。
　③改修工事完了後、５年間は居住に使用する。
●補助額
　補助額は、工事金額の２分の１とし、50 万円が上限です。
　※申請には業者等の見積書が必要です。

●対象となる空き家
　①３年以上使用していない、または今後使用する予定のない空き家と、放置されたまま荒廃している廃屋が対象です。
　②撤去工事の範囲は専用住宅（店舗等との併用住宅を含む）とそれに付属する物置などの付属家です。工場
　　や倉庫、社宅は対象となりません。
●対象となる所有者
　町内在住の有無は問いません。
　※法人は対象とはなりません。所有者が代理の方に申請を依頼する場合は、委任状が必要です。
●対象となる撤去工事
　津別町内の業者が取り壊しを請け負う工事です。
　※町外の業者が請け負うもの、または個人が行うものは対象とはなりません。
●対象となる工事金額・補助額
　①取り壊し工事金額は 50 万円以上です。
　②補助額は、工事金額の２分の１とし、50万円が上限です（したがって実質の補助額は 25 万円から 50 万円です）。
　※申請には業者からの見積書が必要です。事前に業者へ相談してください。
●受付定数は15件
　今年度、受け付ける事業（撤去工事）は 15 件を定数としています。定数に達した時点で締め切りとなります。

①空き家活用（改修）

②空き家撤去

●受付期間 期　間　令和６年４月１日（月）～※土・日・祝日を除く
時　間　午前８時 30 分～午後５時 15 分※正午～午後１時を除く

問い合わせ　建設課住宅係２０番窓口　☎77-8390
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ペットの飼育マナーを再確認しましょう

令和６年度 狂犬病予防注射と畜犬登録のお知らせ

日程 時間 会場 対象自治会

４
月
13
日
㈯

午前8時15分～12時 戸　別 達美、西達美、高台1・2、上
美都、下美都、上里、豊永1

午後1時10分～25分 旧活汲消防前 活汲中央

午後1時30分～4時 戸　別 東達美、上最上、下最上、
チミケップ

４
月
14
日
㈰

午前8時15分～35分 青柳自動車横 豊永4

午前8時40分～9時15分 水口電気店前 豊永2・3

午前9時25分～10時 旧てん馬屋前 共和2・3・4

午前10時10分～25分 佛願寺
下駐車場 本町、西町、緑町3

午前10時30分～50分 西町寿の家前 緑町2

午前10時55分～11時5分 関谷宅前 緑町1、達美町

午前11時10分～25分 スポーツ
交流館横 東町、新町

午前11時30分～50分 旭町寿の家前 幸町、柏町、旭町1・2・3

午後1時～4時 戸　別 高台町、活汲1・3、東岡、
岩富

４
月
15
日
㈪

午前8時15分～9時40分 戸　別 共和1、恩根1、恩根中央、
相生2

午前10時～10時10分 旧相生消防前 相生中央

午前10時20分～11時50分 戸　別 布川、大昭

午後1時10分～4時 戸　別 本岐第2、木樋、二又、
沼沢、双葉

◆狂犬病予防注射実施日時

●登録料　１頭につき　3,000 円

　　　　　  ※登録は犬の生涯に１回です

●注射料　１頭につき　3,240 円

　　　　　  ※注射は毎年１回です

問い合わせ先　住民企画課　住民環境係
　　　　　　　12番窓口　☎77－8377

　令和６年度 狂犬病予防注射と畜犬登録を次の
日程で実施します。犬を飼っている方は、最寄り
の会場まで犬を連れてくるようお願いいたしま
す。
　また、状況により時間が遅れる場合もあります
ので、ご了承願います。なお、都合により最寄り
の会場に行くことができない場合は、他の会場で
も受付できますので、必ず予防注射と登録を行う
ようお願いいたします。登録をしている方へは、
はがきでの案内をしています。

※犬の体調が心配な方は獣医師に相談してくだ
　さい。獣医師の判断で注射を猶予することも
　できます。

ごみ広報 問い合わせ先　住民企画課　住民環境係　12番窓口　☎77－8377
津別町・津別町環境衛生推進協議会

　暖かい季節となり、これから散歩をされる方が増えると思われますが、今一度飼育マナーについてご確認
いただきたく思います。

・犬の散歩時には、しっかりとリードを着ける、フンを入れる袋を持って散歩をする。
・屋外飼育の場合は、体格に合ったサイズの小屋を設置し、リードなどでつなぐ。
・屋内飼育の場合は、外に逃げ出さないように十分注意する。
・野良犬、野良猫には、エサを与えない。

これらのマナーを守っていただくことで、地域のみなさんが安心・安全に暮らすことができます。

年金ミニ知識
戸籍年金係8番窓口　☎77－8378

産前産後期間の国民年金保険料が
免除になります
　出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月
間の国民年金保険料が免除されます。多胎妊娠の場合は、
出産予定日または出産日が属する月の３か月前から６か
月間の保険料が免除となります。
　免除を受けるためには届出が必要です。
【対象者】　
国民年金第１号被保険者
【届出期間】　
出産予定日の６か月前から届出可能です。
出産後も届出が可能です。
【手続きに必要なもの】
届書（役場窓口に備え付けています）、母子健康手帳など

【届出先】　
役場戸籍年金係　８番窓口
【免除期間の取り扱い】　
　産前産後期間の免除制度は、保険料が免除され
た期間も保険料を納付したものとして、老齢基礎
年金の受給額に反映されます。

すでに国民年金保険料免除・納付猶予、学生納付
特例が承認されている場合でも、届出が可能です。
【問い合わせ先】
北見年金事務所　☎ 0152 － 25 － 8703

津別町国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実
施計画（案）に係るパブリックコメント（意見募集）を実施しています
　現在、町では「津別町国民健康保険第３期データヘルス計画・第４期特定健康診査等実施計画」の策定
を進めています。このたびその計画（案）を作成しましたので、意見募集（パブリックコメント）を行い、
町民の皆さまのご意見を募集します。

募集期間　　　　　　３月１５日（金）～４月１５日（月）

意見提出できる方　　①町内在住者、②町内勤務者、③町内に事業所を有する法人、その他の団体

閲覧先　　　　　　　町ホームページ、役場ロビー、中央公民館ロビー、多目的活動センター（さんさん館）　　

記載事項　　　　　　住所、氏名、連絡先およびご意見
　　　　　　　　　　※様式は、町ホームページからダウンロードしていただくか、保健福祉課、
　　　　　　　　　　　中央公民館、さんさん館に備え付けています。

提出方法　　　　　　①郵送、②ファックス、③保健福祉課へ持参
　　　　　　　　　　④電子申請フォーム【https://www.harp.lg.jp/bA3XXzOd】
　　　　　　　　　　※電話での意見提出はできませんのでご了承ください。

その他　　　　　　　・取得した個人情報は、標記計画等の策定業務以外には使用しないほか、公表に
　　　　　　　　　　　使用することはありません。
　　　　　　　　　　・いただいたご意見については、個別には回答いたしません。いただいたご意見
　　　　　　　　　　　の概要とそれに対する考え方は、後日、町のホームページで公表します。

提出・問い合わせ先　津別町役場　保健福祉課　国保係　
　　　　　　　　　　〒０９２－０２９２
　　　　　　　　　　津別町字幸町４１番地
　　　　　　　　　　☎０１５２－７７－８３７９　FAX ０１５２－７６－２９７６
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たてよこプラス

球
春
到
来
。
プ
ロ
野
球
の
レ
ギ
ュ

ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
新

庄
監
督
の
３
年
目
、
今
年
の
キ
ャ

ン
プ
や
オ
ー
プ
ン
戦
の
戦
い
を
見

て
い
る
と
「
今
年
は
…
」
と
大
い

に
期
待
を
持
た
せ
て
く
れ
る
。

３
月
８
日
、
さ
ん
さ
ん
館
で
北

海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
津

別
後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会

員
と
し
て
出
席
し
た
。
こ
の
日
球

団
か
ら
は
、
抽
選
会
用
の
景
品
を

抱
え
て
野
球
教
室
コ
ー
チ
の
立
石

尚
行
さ
ん
が
来

ら
れ
た
。
立
石
さ

ん
は
、
市
立
船

橋
高
校
か
ら
Ｎ
Ｔ

Ｔ
関
東
を
経
て
、

１
９
９
８
年
の
ド

ラ
フ
ト
で
ピ
ッ

チ
ャ
ー
と
し
て
日
本
ハ
ム
か
ら
３

位
指
名
を
受
け
て
入
団
し
た
。

総
会
で
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
現
役

時
代
に
新
庄
現
監
督
が
選
手
と
し

て
入
団
し
、
長
い
脚
と
漂
う
い
い

匂
い
は
、
ま
る
で
ア
イ
ド
ル
が
や
っ

て
来
た
よ
う
だ
っ
た
と
回
想
さ
れ

た
。
新
庄
監
督
は
２
０
０
４
年
か

ら
３
年
間
、
選
手
と
し
て
日
本
ハ

ム
に
在
籍
し
、
入
団
時
の
記
者
会

見
で
の
「
優
勝
さ
せ
る
」
と
い
う

約
束
は
、
３
年
目
の
２
０
０
６
年

に
自
身
も
初
出
場
と
な
る
日
本
シ

リ
ー
ズ
で
見
事
日
本
一
を
達
成
し

引
退
し
た
。

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
は
今
年
、
球
団
創
立
21
年
を
迎

え
た
が
、
期
待
さ
れ
る
選
手
が
そ

れ
ぞ
れ
成
長
し
、
ま
た
入
団
し
た
。

同
じ
大
学
出
身
で
３
年
目
に
な
る

北
山
亘
基
く
ん
に
は
特
に
活
躍
し

て
欲
し
い
。
彼
の
グ
ッ
ズ
も
少
し

ず
つ
集
め
て
い
る
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
課
題
の
よ
う
だ
。

後
援
会
の
今
年
の
応
援
バ
ス
ツ

ア
ー
は
、
６
月
22
日
の
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
戦
を
企
画
す

る
よ
う
だ
。
今
の

と
こ
ろ
行
事
予
定
は

入
っ
て
い
な
い
の

で
、
ま
だ
足
を
踏
み

入
れ
た
こ
と
の
な
い

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル

ド
に
、
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
と
思

う
。昨

年
の
夏
ま
つ
り
に
は
、
関
係

者
の
努
力
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ガ
ー

ル
の
上
村
さ
ん
と
大
西
さ
ん
が

や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
き
つ
ね
ダ

ン
ス
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
少
年
野

球
教
室
や
ダ
ン
ス
教
室
も
開
か
れ
、

津
別
の
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

に
楽
し
ん
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
は
ま
ち
を
明
る
く
し
て
く
れ
る
。

町長　佐藤多一

【208】
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
今
年
こ
そ

■
 発

行
　

津
別

町
　

■
 編

集
　

住
民

企
画

課
企

画
係

■
印

刷
　（

株
）小

林
印

刷

広
報
つ
べ
つ

N
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〒
092-0292　

北
海

道
網

走
郡

津
別

町
字

幸
町

41
☎

0152-76-2151　
FAX0152-76-2976

業
務

の
正

確
か

つ
適

正
な

執
行

を
確

保
し

、
犯

罪
の

防
止

及
び

職
員

へ
の

不
当

な
圧

力
を

排
除

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
通

話
の

録
音

を
行

っ
て

い
ま

す
。

な
お

、
録

音
す

る
旨

の
自

動
音

声
案

内
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

。

〈公〉中央公民館〈農〉農業者トレーニングセンター 
〈町〉町民会館  〈さ〉さんさん館〈健〉健診ホール
〈温〉温水プール〈ふ〉ふれあい公園PG場  4月の予定

①QRコード　
　から登録

②t-tsubetsu@sg-p.
jp（メールアドレス）を入力
し、空メールを送り登録

メールの登録方法 ＬＩＮＥの登録方法
QRコード　
から登録

メール配信システム「ささえねっと＠つべつ」へ
の登録をお願いします！

町の防災情報など大切な情報をお届けしています。 ※詳細は、町の
ホームページを
ご覧ください。

固定資産税（土地・家屋）の縦覧開始（5月31日まで）
交通安全推進町民大会　午後6時30分～〈公〉

［休日当番病院］  津別病院　  ☎76－2121　
狂犬病予防注射・畜犬登録

［休日当番病院］ 女満別中央病院　 ☎74－2181
狂犬病予防注射・畜犬登録
狂犬病予防注射・畜犬登録
よろず相談　午後1時～3時〈中ホール〉

［休日当番病院］ 美幌　玉川医院　 ☎75－2780
温水プールシーズン券販売開始〈公〉

［休日当番病院］ 美幌町立国保病院　 ☎73－4111  
ふれあい公園パークゴルフ場オープン予定
本岐地区多目的公園パークゴルフ場オープン予定

［休日当番病院］  美幌 こばやし内科クリニック ☎73－3356 

1日（月）
4日（木）
7日（日）

13日（土）
14日（日）

15日（月）
19日（金）
21日（日）
22日（月）
28日（日）

29日（月）

問い合わせ先
防災危機管理室
☎７６－２１５１




